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１．所属・職・氏名 等 

教養学部地域社会学科・准教授・田開寛太郎 

 

２．研究課題（テーマ）名 

都留市および周辺地域を舞台とした環境教育実践と環境教育学の構築に向けた基礎的研究 

 

３．研究期間 

2024 年 4 月～2025 年 3 月 

 

４．利用した研究費の種類及び金額 

若手教員研究促進交付金 100,000 円 

５．研究の概要 

本研究は、環境教育に関する理論的考察を深めるとともに、地域の自然や人々との交流を

通じて、本学独自の環境教育実践論を検討し、地域社会に貢献する環境教育学の構築を目指

すことを目的とする。 

本年度は、着任時の教育研究活動を円滑に進めることに加え、国内外の学会・研究会への

参加や、都留市および周辺地域に関する情報収集を行い、関係者ネットワークの構築に注力

した。国内では、日本環境教育学会中部支部大会（福井県池田町）や関連する学会・企画会

議に参加し、最新の研究動向を把握するとともに、環境教育に関する情報収集を進めた。ま

た、国際的な活動として、「日中韓環境教育交流研究集会」（中国・西安市）に参加し、日本

における環境教育の取り組みや研究成果を発表し、各国の研究者との意見交換を行った。 

 さらに、都留市および周辺地域における環境教育の実践と研究の連携を深めるため、研究

者と実践者が集う交流の場を企画・運営し、地域に根ざした環境教育の発展に向けた基盤づ

くりを進めた。今後は、こうした取組みを発展させ、地域における環境教育の実践と理論を

融合させた研究を推進していく。 

 

６．研究成果等 

 本年度の研究成果として、国内では、日本環境教育学会中部支部の研究大会（福井県池田

町）に参加し、池田町の環境施策について知見を得た。人口約 2,600 人という小規模自治体

でありながら、生ごみ回収を活用した循環型農業（食 U ターン）や、地元合同会社による小

水力発電の実現など、地域資源を活かした持続可能な取組が進められていたことが印象的で

あった。これらの事例から、日常生活の中で楽しみながら環境を優先する新たな価値観を広

げる場をデザインすることの重要性を再認識し、環境・地域づくりに貢献する大学のあり方

について示唆を得た。 



 また、国外では、「日中韓環境教育交流研究集会」（中国・西安市）において、三か国によ

るワークショップに参加し、各国の環境教育実践を体験的に学ぶ機会を得た。ワークショッ

プを通じて、日本・中国・韓国の環境認識や考え方の違いを共有し、多様な視点から環境教

育を捉えることの意義を実感した。特に韓国では学部生の積極的な参加・発表が見られ、本

学としても今後、国内での教育研究実践を積み重ね、学生を国際的な環境教育交流へと参加

させる機会を増やしていく重要性を認識した。 

 これらの経験を踏まえ、都留市および周辺地域における環境教育の実践と研究の連携を深

めるための取り組みとして、環境社会学ゼミの神長唯教授や外部講師と連携し、「第 1 回つ

る環境教育マルシェ」を 2025 年 3 月 21 日（金）に実施する準備を進めている。本企画の

運営体制を整えるにあたり、学生アルバイトの雇用や外部講師の謝金を確保しており、本学

における教育研究の発展可能性をより深く議論できる場とすることを目指している。以上の

取組みを通じて、都留の豊かな地域資源を活用した地域づくりや人材育成への貢献に引き続

き取り組んでいきたい。 
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